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ストリーミング品質維持方式の研究
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現在，インターネットはブロードバンド化しつつ発達しており，インターネット利用者は

急激に増加している．日ごとにブロードバンドサービスのアプリケーションも増加してい

る．これらのブロードバンドサービスの中にデジタルデータをネットワーク経由でバッファ

リングしながら順次再生を可能とするストリーミングがある．しかし，その最先端技術はコ

ンテンツの配信中にクライアント側で映像にブロックノイズが多く含まれていたり，映像や

音声が止まったり遅れたりする場合がある．

この問題を解決するために本研究では，クライアントに近いネットワーク上に配置させる

が重要であり，コンテンツの配送は 経由でサービス提供を

行う． は とのパスの利用可能なビットレートを常

時測定する．

利用可能なビットレート値を常時測定し，クライアントでのストリーミング受信ビット

レートが低下したという通知から，どこに隘路が存在するのかを判定させた．その判定結果

と既に受けた制御内容からストリーミング品質維持方式によって最適な制御を行わせた．そ

して，隘路がコアネットワークかアクセスネットワークのどこに存在するのか判定した．

また，本システムは映像劣化が継続する条件でも各制御によって再生品質を維持すること

が可能であり，このシステムの有効性を確認できた．
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